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Sun StorEdge 5310 Cluster システムの設置

このマニュアルでは、Sun StorEdge 5310 Cluster の設定手順について簡単に説明します。詳細は、
『Sun StorEdge 5310 NAS Appliance ハードウェアの設置・設定・ユーザーマニュアル』を参照して
ください。

注 – この手順書は、『Sun StorEdge 5310 NAS の設定』ポスターの代わりに使用してください。ポス
ターは、本体 1 台構成のシステムの設定のみを対象としています。

注意 – 静電気のサージは、電気部品の損傷の原因になる可能性があります。このような理由から、適
切な梱包およびアース技術に関する注意事項が守られていることが重要です。

格納装置の配置

注意 – ラックにコンポーネントを不規則に取り付けると、不安定で危険な状態になる場合がありま
す。

注 – 装置をラックに設置するには、ラックおよびラックマウントキットに付属の設置手順書に従って
ください。

下から上に、次の順番で格納装置を取り付けます。

1. Sun StorEdge 5300 EU 拡張格納装置

2. RAID EU コントローラ格納装置

3. Sun StorEdge 5310 Cluster サーバー H2 (シリアル番号の末尾が「-H2」)

シリアル番号は、シャーシの左側のソフトウェアライセンスのシリアル番号ラベルに印字されていま
す。

4. Sun StorEdge 5310 Cluster サーバー H1 (シリアル番号の末尾が「-H1」)

注 – 2 台の RAID EU コントローラ格納装置を使用する場合は、最初に 2 台目のコントローラ用の拡
張格納装置を取り付けてから、2 台目のコントローラ格納装置を取り付けます。その後、前述の手順 1 
～ 4 に従います。
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電源ケーブルの接続
1. キャビネット内の各装置にある両方の電源スイッチをオフにします。

2. 各装置の各電源装置を、キャビネット内の別々の電源に接続します。

3. キャビネットからの主電源ケーブルを、外部の電源に接続します。

注意 – キャビネットには、2 つの別々の電源回路に接続された 2 つの電源が必要です。

注 – このマニュアルで指示があるまで、装置の電源は入れないでください。

トレー ID の設定
拡張格納装置およびコントローラ格納装置の背面にあるトレー ID スイッチを使用して、各トレー ID 
を 00 ～ 76 の範囲の一意の番号に設定します。

Sun StorEdge 5310 Cluster とコントローラ格納
装置の接続
この節では、Sun StorEdge 5310 Cluster を 1 台または 2 台のコントローラ格納装置に接続する方法に
ついて説明します。

注 – Sun StorEdge 5310 Cluster サーバーのシリアル番号は、シャーシの左側のソフトウェアライセン
スのシリアル番号ラベルに印字されています。
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Sun StorEdge 5310 Cluster を、1 台のコントローラ格納装置につき 1 組の光ファイバケーブルでそれ
ぞれ接続します。コントローラ格納装置のホストポートには SFP 光トランシーバが取り付けられてお
り、ここに光ファイバケーブルの LC コネクタを接続します。ポートの位置については、図 1 を参照し
てください。

図 1 Sun StorEdge 5310 Cluster の HBA カードおよびコントローラ格納装置のポート

1 台のコントローラ格納装置の接続

1 台のコントローラ格納装置を、各サーバーに 2 枚のデュアルポート HBA カードが装備された Sun 
StorEdge 5310 Cluster に接続する場合は、この節で説明する手順を実行します。図 2 も参照してくだ
さい。

1. Sun StorEdge 5310 Cluster サーバー H1 の 1 枚目の HBA カードの HBA ポート 2 と、コントローラ 
A のホスト 1 ポートを接続します。

2. Sun StorEdge 5310 Cluster サーバー H1 の 2 枚目の HBA カードの HBA ポート 2 と、コントローラ 
B のホスト 1 ポートを接続します。

3. Sun StorEdge 5310 Cluster サーバー H2 の 1 枚目の HBA カードの HBA ポート 1 と、コントローラ 
A のホスト 2 ポートを接続します。

4. Sun StorEdge 5310 Cluster サーバー H2 の 2 枚目の HBA カードの HBA ポート 1 と、コントローラ 
B のホスト 2 ポートを接続します。

ポート 1 ( 右側 )

コントローラ

ポート 2 ( 左側 )

Sun StorEdge 5310
Cluster サーバー H2

HBA カード

コントローラ A のホスト 1 ポート コントローラ B のホスト 1 ポート

ホスト 2 ポート ホスト 2 ポート

Sun StorEdge 5310
Cluster サーバー H1

格納装置
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図 2 HBA カードと 1 台のコントローラ格納装置の接続

コントローラ
A

コントローラ 
B

コントローラ格納装置

Sun StorEdge 5310
Cluster サーバー H1

Sun StorEdge 5310
Cluster サーバー H2

手順 1

手順 2

手順 3

手順 4
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2 台のコントローラ格納装置の接続

2 台のコントローラ格納装置を Sun StorEdge 5310 Cluster に接続する場合は、この節で説明する手順
を実行します。図 3 および図 4 も参照してください。

注意 – 一方のアレイにファイバチャネルディスクドライブを取り付け (コントローラ格納装置および
拡張格納装置内)、もう一方のアレイに SATA ディスクドライブを取り付ける (拡張格納装置内のみ) 
ことができます。ただし、1 台のコントローラ格納装置に、EU F (ファイバチャネル) と EU S (SATA) 
拡張格納装置を混在させて接続することはできません。

1. Sun StorEdge 5310 Cluster サーバー H1 の 1 枚目の HBA カードの HBA ポート 2 と、1 台目のコン
トローラ格納装置のコントローラ A のホスト 1 ポートを接続します。

2. Sun StorEdge 5310 Cluster サーバー H1 の 1 枚目の HBA カードの HBA ポート 1 と、2 台目のコン
トローラ格納装置のコントローラ B のホスト 1 ポートを接続します。

3. Sun StorEdge 5310 Cluster サーバー H1 の 2 枚目の HBA カードの HBA ポート 2 と、1 台目のコン
トローラ格納装置のコントローラ B のホスト 1 ポートを接続します。

4. Sun StorEdge 5310 Cluster サーバー H1 の 2 枚目の HBA カードの HBA ポート 1 と、2 台目のコン
トローラ格納装置のコントローラ A のホスト 1 ポートを接続します。
Sun StorEdge 5310 Cluster システムの設置 5



図 3 2 台のコントローラ格納装置に Sun StorEdge 5310 Cluster を接続する手順 1 ～ 4 

コントローラ
A

コント
ローラ B

Sun StorEdge 5310 Cluster サーバー H1

手順 1

コントローラ
A

コントローラ
B

2 台目のコントローラ格納装置

1 台目のコントローラ格納装置

手順 3

Sun StorEdge 5310 Cluster サーバー H2

手順 2

手順 4
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5. Sun StorEdge 5310 Cluster サーバー H2 の 1 枚目の HBA カードの HBA ポート 2 と、1 台目のコン
トローラ格納装置のコントローラ A のホスト 2 ポートを接続します。

6. Sun StorEdge 5310 Cluster サーバー H2 の 1 枚目の HBA カードの HBA ポート 1 と、2 台目のコン
トローラ格納装置のコントローラ B のホスト 2 ポートを接続します。

7. Sun StorEdge 5310 Cluster サーバー H2 の 2 枚目の HBA カードの HBA ポート 2 と、1 台目のコン
トローラ格納装置のコントローラ B のホスト 2 ポートを接続します。

8. Sun StorEdge 5310 Cluster サーバー H2 の 2 枚目の HBA カードの HBA ポート 1 と、2 台目のコン
トローラ格納装置のコントローラ A のホスト 2 ポートを接続します。
Sun StorEdge 5310 Cluster システムの設置 7



図 4 2 台のコントローラ格納装置に Sun StorEdge 5310 Cluster を接続する手順 5 ～ 8 

コントローラ
A

コント
ローラ B

Sun StorEdge 5310 Cluster サーバー H1

コントローラ
A

コントローラ
B

2 台目のコントローラ格納装置

1 台目のコントローラ格納装置

Sun StorEdge 5310 Cluster サーバー H2

手順 5

手順 6

手順 7
手順 8
8 Sun StorEdge 5310 Cluster 設定手順 • 2005 年 7 月



コントローラ格納装置と拡張格納装置の接続
各コントローラ格納装置は、コントローラ A とコントローラ B の拡張ポートを使用して、拡張格納装
置の背面にある FC-AL ポートに接続します (図 5)。

図 5 コントローラ格納装置と拡張格納装置のポート

コントローラ格納装置と拡張格納装置の接続には、1 組のアクティブ銅ケーブルを使用します。これ
は、コネクタの末端にトランシーバ電子部品が組み込まれた銅ケーブルです。これらのケーブルをコン
トローラ格納装置と拡張格納装置の SFP ポートに直接差し込みます。

注 – この節では、コントローラ格納装置と拡張格納装置を接続する手順について説明します。この手
順は、1 台のコントローラ格納装置にも、2 台のコントローラ格納装置にも適用されます。2 台のコン
トローラ格納装置を使用する場合は、同じ手順で各コントローラ格納装置に拡張格納装置を接続しま
す。

注意 – EU S 拡張格納装置と使用するコントローラ格納装置には、ファイバチャネルディスクドライ
ブを取り付けてはいけません。1 台のコントローラ格納装置に、EU F と EU S 拡張格納装置を混在さ
せて接続しないでください。

注 – 1 台のコントローラ格納装置には、EU F 拡張格納装置であれば 7 台まで、EU S 拡張格納装置で
あれば 8 台まで接続できます。

接続する拡張格納装置の数によって、ケーブル配線が異なります。

■ 拡張格納装置が 1 台の場合は、10 ページの「コントローラ格納装置と 1 台の拡張格納装置のケーブ
ル接続」を参照してください。

■ 拡張格納装置が 2 台の場合は、11 ページの「コントローラ格納装置と 2 台の拡張格納装置のケーブ
ル接続」を参照してください。

■ 拡張格納装置が 3 台の場合は、12 ページの「コントローラ格納装置と 3 台の拡張格納装置のケーブ
ル接続」を参照してください。

コントローラ Bコントローラ Bコントローラ A コントローラ A
ポート 1 ( 入力 ) ポート 2 ( 出力 ) ポート 1 ( 入力 ) ポート 2 ( 出力 )

A B

コントローラ A の拡張ポート コントローラ B の拡張ポート

拡張

コントロー
ラ格納装置

格納装置
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■ 拡張格納装置が 4 ～ 7 台の場合は、『Sun StorEdge 5310 NAS Appliance ハードウェアの設置・設
定・ユーザーマニュアル』を参照してください。

コントローラ格納装置と 1 台の拡張格納装置のケーブル接
続

コントローラ格納装置と 1 台の拡張格納装置を接続するには、2 m のアクティブ銅ケーブルが 2 本必
要です。図 6 を参照してください。

図 6 コントローラ格納装置と 1 台の拡張格納装置のケーブル相互接続

1. コントローラ格納装置の A 側の拡張ポートと拡張格納装置の A 側のポート 1 を、1 本のアクティブ銅
ケーブルで接続します。

2. コントローラ格納装置の B 側の拡張ポートと拡張格納装置の B 側のポート 2 を、1 本のアクティブ銅
ケーブルで接続します。

A B

拡張格納装置

コントローラ格納装置
10 Sun StorEdge 5310 Cluster 設定手順 • 2005 年 7 月



コントローラ格納装置と 2 台の拡張格納装置のケーブル接
続

コントローラ格納装置と 2 台の拡張格納装置を接続するには、2 m のアクティブ銅ケーブルが 4 本必
要です。図 7 を参照してください。

図 7 コントローラ格納装置と 2 台の拡張格納装置のケーブル相互接続

1. コントローラ格納装置の A 側の拡張ポートと拡張格納装置 1 の A 側のポート 1 を、1 本のアクティ
ブ銅ケーブルで接続します。

2. 拡張格納装置 1 の A 側のポート 2 と拡張格納装置 2 の A 側のポート 1 を、1 本のアクティブ銅ケー
ブルで接続します。

3. コントローラ格納装置の B 側の拡張ポートと拡張格納装置 2 の B 側のポート 2 を、1 本のアクティ
ブ銅ケーブルで接続します。

4. 拡張格納装置 2 の B 側のポート 1 と拡張格納装置 1 の B 側のポート 2 を、1 本のアクティブ銅ケー
ブルで接続します。

A B

コントローラ格納装置

拡張格納装置 2

拡張格納装置 1
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コントローラ格納装置と 3 台の拡張格納装置のケーブル接
続

コントローラ格納装置と 3 台の拡張格納装置を接続するには、2 m のアクティブ銅ケーブルが 6 本必
要です。図 8 を参照してください。

図 8 コントローラ格納装置と 3 台の拡張格納装置のケーブル相互接続

注意 – 1 台のコントローラ格納装置に、EU F (ファイバチャネル) と EU S (SATA) 拡張格納装置を混
在させて接続しないでください。

1. コントローラ格納装置の A 側の拡張ポートと拡張格納装置 1 の A 側のポート 1 を、1 本のアクティ
ブ銅ケーブルで接続します。

2. 拡張格納装置 1 の A 側のポート 2 と拡張格納装置 2 の A 側のポート 1 を、1 本のアクティブ銅ケー
ブルで接続します。

3. 拡張格納装置 2 の A 側のポート 2 と拡張格納装置 3 の A 側のポート 1 を、1 本のアクティブ銅ケー
ブルで接続します。

4. コントローラ格納装置の B 側の拡張ポートと拡張格納装置 3 の B 側のポート 2 を、1 本のアクティ
ブ銅ケーブルで接続します。

拡張格納装置 1

A B

拡張格納装置 2

コントローラ格納装置

拡張格納装置 3
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5. 拡張格納装置 3 の B 側のポート 1 と拡張格納装置 2 の B 側のポート 2 を、1 本のアクティブ銅ケー
ブルで接続します。

6. 拡張格納装置 2 の B 側のポート 1 と拡張格納装置 1 の B 側のポート 2 を、1 本のアクティブ銅ケー
ブルで接続します。

ケーブル接続の詳細は、『Sun StorEdge 5310 NAS Appliance ハードウェアの設置・設定・ユーザー
マニュアル』を参照してください。

サーバーの健全性の監視とネットワークケーブ
ルの接続
Sun StorEdge 5310 Cluster システム内の各サーバーは、専用の Ethernet 接続を介してパートナーと通
信し、定期的に「健全性検査」を行います。

Sun StorEdge 5310 Cluster の銅ケーブルによる Fast 
Ethernet ネットワークまたは Gigabit Ethernet ネットワーク
への接続

使用しているシステムで Fast Ethernet ネットワークまたは Gigabit ネットワークがサポートされてい
る場合は、図 9 でネットワークインタフェースカード (NIC) ポートの位置を確認してください。この
システムでは、NIC ポート emc1 が自動検知 100/1000Base-T Ethernet (銅) として構成されていま
す。

1. ローカルエリアネットワーク (LAN) と各 Sun StorEdge 5310 Cluster サーバーの背面にある NIC ポー
ト emc1 コネクタを、RJ-45 シールドなし、より対線ケーブルで接続します。

2. Cat5 Ethernet クロスケーブルを使用して、サーバー H1 のハートビートポート fxp1 をサーバー H2 
のハートビートポート fxp1 に接続します。

3. その他のネットワークサービス用に、NIC ポート emc2 を接続できます。

図 9 Fast Ethernet ネットワークのポート

NIC ポート emc1

NIC ポート emc2

ハートビートポート fxp1
10/100 Base-T NIC
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Sun StorEdge 5310 Cluster の光ケーブルによる Gigabit 
Ethernet ネットワークへの接続 (オプション)
使用しているサーバーに Gigabit Ethernet 光カードが搭載されている場合は、図 10 で NIC ポートお
よび Gigabit 光ポートの位置を確認してください。

1. LAN からの LC ケーブルを、各 Sun StorEdge 5310 Cluster サーバーの背面にある Gigabit Ethernet 
光コネクタの右側 (ポート emf3) に接続します。

2. Cat5 Ethernet クロスケーブルを使用して、サーバー H1 のハートビートポート emc1 (左下) をサー
バー H2 のハートビートポート emc1 に接続します。

図 10 Gigabit 光ネットワークのポート

装置の電源投入

注意 – Sun StorEdge 5310 Cluster の電源を入れるには、拡張格納装置とコントローラ格納装置の電源
が入った状態で、互いが適切に接続され、Sun StorEdge 5310 Cluster とも適切に接続されている必要
があります。最初に拡張格納装置の電源を入れてから、コントローラ格納装置と Sun StorEdge 5310 
Cluster の電源を入れる必要があります。この電源投入の順序に従わないと、システムの起動が遅くな
る可能性があります。

注 – 耐障害性を実現するには、2 つの電源装置を持つ装置は 2 つの異なる AC 回路から電力を得るよ
うにしてください。

注意 – コントローラ格納装置と拡張格納装置の電源を切ったら、5 秒間待ってから電源を入れ直して
ください。装置の電源を切ってすぐに入れ直すと、予期しない結果が発生する場合があります。

ハートビートポート emc1

NIC ポート emc2

ポートGigabit 光カード

ポート emf3
emf4
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拡張格納装置の電源投入

各拡張格納装置の電源を入れるには、次の手順に従います。

1. Sun StorEdge 5310 Cluster、コントローラ格納装置、および拡張格納装置の間のすべてのケーブル
が、適切に接続されていることを確認します。

2. 2 つの電源装置のスイッチをオンにして、各拡張格納装置の電源を入れます。

3. 正面パネルのすべての LED が緑色に点灯し、良好な動作状態を示していることを確認します。

4. 60 秒間待ってからコントローラ格納装置の電源を入れます。

コントローラ格納装置の電源投入

各コントローラ格納装置の電源を入れるには、次の手順に従います。

1. Sun StorEdge 5310 Cluster、コントローラ格納装置、および拡張格納装置の間のすべてのケーブル
が、適切に接続されていることを確認します。

2. 2 つの電源装置のスイッチをオンにして、各コントローラ格納装置の電源を入れます。

3. 正面パネルのすべての LED が緑色に点灯し、良好な動作状態を示していることを確認します。

Sun StorEdge 5310 Cluster の電源投入

注 – サーバーの電源投入および構成は、一度に 1 台ずつ実行します。

拡張格納装置、コントローラ格納装置、および Sun StorEdge 5310 Cluster の間のすべてのケーブルが
しっかり接続されていること、Sun StorEdge 5310 Cluster がネットワークに接続されていること、お
よびハートビート Ethernet ケーブルが接続されていることを確認してから、次の手順に従って Sun 
StorEdge 5310 Cluster の電源を入れます。

注意 – 電源ボタンを押す前に、すべての電源ケーブルを接続する必要があります。

1. サーバー H1 (シリアル番号の末尾が「-H1」) の正面カバーの内側にある正面パネルの電源ボタンを押
して、電源を入れます。

注意 – このあとの手順で指示があるまで、サーバー H2 の電源は入れないでください。

2. サーバー H1 の起動が完了したことを確認します。起動が完了すると、LCD に「Quiet」と表示されま
す。

3. 電源投入処理を完了するには、引き続き次の節の「システムの設定と構成」を実行します。
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システムの設定と構成
クラスタシステムを起動して実行するには、IP アドレス、基本構成情報、および LUN 所有権を指定
する必要があります。

IP アドレスの設定
ネットワークで DHCP がサポートされている場合、LAN ポートには IP アドレスが自動的に割り当て
られます。

1. DHCP を使用できない場合は、サーバー H1 の LCD モジュールを使用して静的 IP アドレスを割り当
てます。

■ 「Menu」を選択します。
■ 「A. Network Config」を選択します。
■ 「A. Set Gateway」を選択し、ゲートウェイアドレスを入力します。
■ どちらが第一標準 LAN ポートであるかに応じて「C. Set Port-emc1」または「C. Set Port-

emc2」を選択し、プロンプトに従って、IP アドレス、サブネットマスク、およびブロードキャ
ストアドレスを入力します。この IP アドレス情報は、使用しているシステムの第一標準 (ハート
ビートではない) LAN ポートに割り当てられます。

■ 「Exit」を 2 回選択して、メインメニューに戻ります。

注意 – ハートビートに使用するネットワークポートのプライベート IP アドレスは変更しないでくだ
さい。

注 – 設定を確認するために、HB ポート (ハートビートポート) にはプライベート IP アドレスが表示
され、Port emc1 または Port emc2 (第一標準 LAN ポート) には入力した情報が表示されます。

同様にポート情報を編集して、ほかのポートにアドレスを割り当てることができます。

2. サーバー H1 の LCD メニューの「C. Take All LUNs」を選択します。

3. 「take all LUNs」というプロンプトが表示されたら、上向き矢印を押して「Yes」を選択し、選択ボタ
ン (右向き矢印) を押して LUN の取り込みを開始します。

LCD に「Taking LUNs」と表示されたあとに、「Took n LUNs」というメッセージが表示されます。
数秒後に「Network Config」メニューに戻ります。

4. 「Exit」を選択して、メインメニューに戻ります。

この時点で、サーバー H1 は ALONE 状態になります。

5. サーバー H2 (シリアル番号の末尾が「-H2」) の電源ボタンを押して、電源を入れます。

6. サーバー H2 の LCD ディスプレイの状態が「QUIET」になるまで待機します。

7. 手順 1 の指示に従って、サーバー H2 の IP アドレスとゲートウェイアドレスを割り当てます。

クラスタシステムの構成

次の手順に従って、Web Admin アプリケーションを使用してシステムを構成します。

1. 同じネットワーク上のクライアントで、Java Plug-In が組み込まれた Java プラットフォーム対応の 
Web ブラウザを開き、サーバー H1 の IP アドレスを入力します。
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2. 「Applet Security Certificate」を受け取り、Web Admin アプレットがこのシステムに読み込まれるま
で待機します。

3. Web Admin のログイン画面で「Apply」をクリックします。パスワードはあとで設定できます。
『Sun StorEdge 5310 NAS Appliance ソフトウェアのインストール・設定・ユーザーマニュアル』を
参照してください。

4. 「Configuration Wizard」ダイアログボックスのライセンス契約を読み、「Accept」をクリックしま
す。

5. 「Welcome」ダイアログボックスで「Next」をクリックし、「Select Environment」画面に進みま
す。

6. ここで、Windows または Unix、あるいはその両方の環境を構成できます。構成情報はあとでいつで
も追加できます。「Next」をクリックして続行します。

7. 「Set Server Name」画面でサーバー名を入力し、その他のフィールドに適宜値を入力してから、
「Next」をクリックします。

8. 「Enable Failover」画面で「Enable Automatic Failover」および「Enable Link Failover」を選択して
クリックし、自動フェイルオーバーおよびリンクフェイルオーバーを有効にします。

「Down Timeout」および「Restore Timeout」の両方のフィールドには、デフォルト値の「60」秒が
割り当てられています。

9. サーバー H2 に対するパートナー構成名およびゲートウェイ IP アドレスを入力します。出荷時のデ
フォルト設定のパートナー名は「head2」です。

ここで入力する情報は、ハートビート接続を介してサーバー H2 を起動するために使用されます。
パートナー名は、サーバー H2 に割り当てるホスト名です。DHCP を介してサーバー H2 が取得した
ネットワーク情報、または LCD パネルで手動で設定されたネットワーク情報がここで表示されるの
で、必要に応じて修正できます。

ハートビート接続のプライベート IP のフィールドは、すでに IP 10.10.10.2 プライベートネットワーク
に指定されていますが、変更しないでください。

10. 「Next」をクリックします。

11. 「Configure Network Adapters」画面で、情報が正しいかどうかを確認します。

この時点で、追加のネットワークインタフェースを構成できます。ただし、ブラウザが接続されてい
るポートの構成を変更すると、ブラウザのセッションが切断されます。

12. 「Next」をクリックして続行します。

13. 「Set Gateway Address」画面でゲートウェイアドレスを入力し、「Next」をクリックして続行しま
す。

14. ウィザードのその他のすべての構成手順の詳細は、『Sun StorEdge 5310 NAS Appliance ソフトウェ
アのインストール・設定・ユーザーマニュアル』を参照してください。

注 – DNS サーバーを追加する場合は、「Add」をクリックして、DNS サーバーが追加されたことを
確認します。

15. 追加した構成情報を確認します。

注 – 続行する前に、構成情報が正確であることを確認します。

16. 「Wizard Confirmation」画面で「Finish」をクリックします。

システムによって設定が構成され、「Save Configuration」画面に構成内容が示されます。また、
フェイルオーバーの変更を有効にするために「both NAS Server Heads will Reboot」というメッセー
ジが表示されます。
Sun StorEdge 5310 Cluster システムの設置 17



17. 「Save Configuration」画面で「Close」をクリックします。

注 – サーバー H1 は自動的に再起動しますが、サーバー H2 は手動で再起動する必要があります。

サーバー H2 を手動で再起動するには、次の手順に従います。

1. サーバー H2 の LCD モジュールで、メニューから「B. Shutdown Server」を選択します。

2. 「B. Reboot」を選択します。LCD に「Are you sure? No」と表示されます。上向き矢印を押して
「yes」に変更します。次に、選択ボタン (右向き矢印) を押して再起動します。

数分後にサーバー H1 は ALONE 状態で起動し、サーバー H2 は QUIET 状態で起動します。LCD パ
ネルを参照して、このような状態であるかを確認します。

LUN 所有権の割り当て

構成プロセスを終了するには、両方のサーバーに対して LUN 所有権を割り当てる必要があります。

1. ブラウザウィンドウを新規に起動し、サーバー H1 の IP アドレスを入力します。

2. Web Admin のログイン画面で「Apply」をクリックします。パスワードは必要ありません (パスワード
はあとで設定できます。『Sun StorEdge 5310 NAS Appliance ソフトウェアのインストール・設定・
ユーザーマニュアル』を参照してください)。

3. 左側のナビゲーションパネルで、「Fault Tolerance」->「Recover」を選択し、「Recover」をクリッ
クします。

ログウィンドウ (下部の区画) で回復プロセスの状態を確認します。

4. 「Restore Raid Configuration」ウィンドウで、サーバー H2 にいくつかの LUN を割り当てます。

注 – 各サーバーに、1 つ以上の LUN を割り当てる必要があります。ほとんどの場合、クラスタ内の
各サーバーにほぼ同容量の記憶領域を割り当てます。

5. 「Apply」をクリックします。

注 – 適切に LUN を割り当てると、「(New) Restore Raid Configuration」ウィンドウおよび
「Current RAID Configuration」ウィンドウで保存されます。

6. 「Recover」をクリックすると、LUN は 2 台のサーバーの間で分配されます。

この時点で、両方のサーバーが NORMAL 状態に変わります。

注 – 両方のサーバーが NORMAL 状態であることを確認します。LCD パネルの表示または Web 
Admin のメインページに、サーバーの状態が NORMAL と表示されます。

LUN パスの割り当て

各サーバーで LUN パスを割り当てて、各サーバーから各記憶装置コントローラへのマルチパスアクセ
スを均衡化するようにしてください。

1. ナビゲーションパネルで、「Fault Tolerance」>「Set LUN Path」を選択します。

2. LUN を選択し、「Edit」をクリックします。
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3. 「Primary Path」ドロップダウンリストから目的のコントローラを選択します。

LUN の割り当てを、2 つの使用可能なパスに均等に振り分けます。たとえば、1 つ目と 3 つ目の LUN 
を 1/0 に、2 つ目と 4 つ目の LUN を 1/1 に振り分けます。

4. 「Apply」をクリックします。

LUN の詳細、およびソフトウェアに関するその他の設定と使用方法の詳細は、『Sun StorEdge 5310 
NAS Appliance ソフトウェアのインストール・設定・ユーザーマニュアル』を参照してください。
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